
平 成 ２ ４ 年 度 第 １ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝74

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝75～伝78

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電話用デジタル交換機のソフトウェアによる発呼検出の概要について述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。 (２点×４＝８点)

発呼検出は、ハードウェアで構成された加入者回路(ＳＬＩＣ)とソフトウェアが連携して処

理を実行する起呼接続における主要処理の一つであり、以下の手順で行われる。

発呼に相当する加入者線の物理的な状態である (ア) の監視は、電話用デジタル交換機

のＳＬＩＣで行われ、その監視結果は、加入者線走査回路(ＬＳＣＮ)のＬＳＣＮメモリに蓄積

される。加入者監視プログラムは、 (イ) されるたびごとにＬＳＣＮメモリの内容を読み

取り、読み取った結果をＬＳＣＮが前回読み取った結果が記憶されている (ウ) の内容と

比較して、 (エ) あれば発呼とみなし、発呼情報とその加入者収容位置情報を加入者制御

プログラムに通知する。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ダイヤルパルス ② 通話路メモリ ③ ループ ④ ＰＢ信号

⑤ トランクメモリ ⑥ ランダム起動 ⑦ リバース ⑧ 遠隔起動

⑨ ラインメモリ ⑩ 周期起動 ⑪ 同じで ⑫ 即時起動

⑬ トランザクション ⑭ 共通メモリ ⑮ 一定で ⑯ 差異が
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜(オ)の解答群＞

① 共通線信号方式においては、信号回線と通話回線が分離されているため、呼の接

続状態にかかわりなく、いつでも着信局側から発信局側又は発信局側から着信局側

に信号の転送が可能である。

② 共通線信号方式における信号情報は、キャラクタ形式で表現されるため、個別線

信号方式と比較して、信号の種類などを拡大することが可能である。

③ 共通線信号方式においては、呼出音及び話中音は発信局側から送出されるため、

個別線信号方式と比較して、通話回線の無効保留が増加する。

④ 共通線信号方式における信号情報の授受には信号専用のデータリンクが用いられ

ており、信号速度は、ＴＴＣ標準において、１２８kbit／sと規定されている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

固定電話網におけるトラヒックの輻輳などについて述べた次の文章のうち、誤っているもの
ふくそう

は、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 交換機又は回線において、一定の限界を超えて継続してトラヒックが集中するこ

とにより交換機などが過負荷となり、通信の疎通能力が継続して著しく低下した現象

は、一般に、輻輳といわれ、企画型輻輳、災害型輻輳などがある。

② 地震、台風などにより、被災地への見舞い呼や安否確認の問い合わせ呼が集中し

てネットワーク全体に影響を及ぼすトラヒックの輻輳は、一般に、災害型輻輳とい

われる。

③ ネットワークの輻輳などが原因で接続できなかったユーザが繰り返し発呼する状

態を防ぐことなどにより、ネットワークの品質低下を抑える方法は、一般に、規制

制御といわれる。

④ ネットワークが輻輳した状態において、緊急通信、重要通信などを優先して接続

するために、常に一定数の空き回線を確保しておき、残りの回線で非優先呼を接続

する方法は、一般に、分散制御といわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

即時式完全線群について述べた次のＡ及びＢの文章は、 (キ) 。ただし、必要なときは、
ａｎ

ｎ！
アーランの損失式Ｂ＝ を使用し、四捨五入により

ａ ａ２ ａｎ
１＋ ＋ ＋・・・・＋

１！ ２！ ｎ！

小数第１位まで求めるものとする。

Ａ 加えられた呼量が２.０アーランのとき、出回線数が少なくとも３回線あれば、呼損率を

０.３未満にすることができる。

Ｂ 出回線数が４回線で加えられた呼量が２.０アーランのとき、運ばれた呼量は１.９

アーランである。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい

③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ある回線群について、３０分間にわたって接続呼数を観測したところ、３０呼の接続が

あり、呼の平均保留時間は１２分であった。この回線群について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ この回線群で観測時間中に運ばれた呼量は、６アーランである。

Ｂ この回線群の回線数が３０回線のときの回線能率は、４０％である。

Ｃ この回線群が即時式完全線群の出回線で、観測時間中に入回線に加えられた呼量が１５

アーランであったとき、呼損率は０.２５である。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰネットワークにおける音声通信サービスの通話品質評価について述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＰネットワークにおける音声通信サービスの通話品質評価には、主観評価、客観評価及び

総合音声伝送品質が用いられている。

主観評価としては、通話の総合的な満足度を示す指標である (ア) が用いられる。

(ア) 値は、通話試験を行った被験者に音声の品質を５段階で評価してもらい、その平均

値で表される。

また、客観評価は、主観評価試験で得られた主観評価値と劣化要因の特徴的な物理量の関係

を基にして音声品質を推定する方法であり、符号変換器の音質評価を行う (イ) 、ＩＰ電

話の特徴である (ウ) などを考慮したＰＥＳＱなどの客観評価アルゴリズムが用いられて

いる。

総合音声伝送品質としては、Ｒ値といわれる品質指標が用いられる。Ｒ値は、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｇ.１０７及びＴＴＣ標準ＪＪ－２０１.０１ＩＰ電話の通話品質評価法において、通話品質

に影響を与える品質要因に対する評価値に基づいて、以下のように定義される。

Ｒ値＝Ｒo－Ｉs－Ｉd－Ｉe,eff＋Ａ

Ｒo：Basic signal-to-noise ratio

回線雑音、送／受話室内雑音、加入者線雑音を含んだＳＮ比

Ｉs：Simultaneous impairment factor

ラウドネス、側音、 (エ) による主観品質劣化

Ｉd：Delay impairment factor

送話者エコー、受話者エコー、絶対遅延による主観品質劣化

Ｉe,eff：Equipment impairment factor

低ビットレート符号化、 (ウ) などによる主観品質劣化

Ａ ：Advantage factor

モバイル通信などの利便性が主観品質に与える影響を補完

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ＣＭＭＩ ② ＥＶＲＣ ③ ＦＡＳＰ ④ ＭＯＳ

⑤ 量子化ひずみ ⑥ 呼 損 ⑦ 雷サージ ⑧ ＰＳＱＭ

⑨ 同期外れ ⑩ ＣＥＬＰ ⑪ 輻 輳 ⑫ 経年変化
ふく そう

⑬ パケット損失 ⑭ ＷＭＡ ⑮ ＭＯＵ ⑯ 光レベル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

０５０番号が付与されたＩＰ電話について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ０５０に続く４桁の数字(ＣＤＥＦコード)は、地域ごとに異なった数字が付与されること

から、この４桁の数字で地域が特定できる。

Ｂ ＩＰ電話の総合品質の基準は、事業用電気通信設備規則などにおいて、Ｒ値が５０を超え、

端末設備等相互間の平均遅延時間が４００ミリ秒未満とされている。

Ｃ ＩＰ電話サービスを提供する事業者設備は、ＩＰ電話からの１１０番などの緊急通信につ

いて接続できる機能を備えなければならない。

＜(オ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰベースのＩＰ電話網と既存の回線交換電話網の相互接続について述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (カ) である。

＜(カ)の解答群＞

① ＩＳＵＰ信号などのＮｏ.７共通線信号方式を用いた制御信号をＩＰ網上で転送す

るためのプロトコルスタックは、ＳＩＧＴＲＡＮ(Signaling Transport)といわれる。

② ＭＧＷ(Media Gateway)は、ＩＰ電話網のＲＴＰメディアストリームと回線交換電

話網の回線の間でメディア変換を行い、両者の間で音声符号化方式が異なる場合は、

符号の変換も行う。

③ ＭＧＣＦ(Media Gateway Control Function)は、ＩＰ電話網のＳＩＰ信号と回線

交換電話網のＩＳＵＰ信号との変換を行うとともに、このＳＩＰ信号又はＩＳＵＰ

信号からＭＧＷが必要とする情報を得て、ＭＧＷに設定情報を送ることによりＭＧＷ

の制御を行う。

④ ＢＧＣＦ(Break Out Gateway Control Function)は、ＩＰ電話網から回線交換電

話網に発信する場合におけるリダイレクトサーバの機能を果たし、着信先の電話番

号などから相互接続する電話網の選択及び相互接続点の選択とルーティングを行う。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＳＩＰはエンドシステム間のクライアントサーバモデルに基づいており、このエンドシス

テムに相当するものは、ユーザエージェント(ＵＡ)といわれる。

Ｂ ユーザエージェントとユーザエージェントとの間でやり取りされるリクエストとレスポン

スは、トランザクションといわれる。

Ｃ エンドシステム間では、リクエストとレスポンスがやり取りされるが、リクエストを生成

するユーザエージェントは、ユーザエージェントサーバ(ＵＡＳ)といわれる。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶｏＩＰゲートウェイにおける音声品質の確保などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(ク) 。

Ａ ＩＰｖ４パケットのヘッダ内に定義されているＴＯＳフィールドは、３２ビットで構成され、

優先度、遅延、スループットなどに関する情報が設定され、音声品質の確保に用いられる。

Ｂ ＩＰネットワークにおいて、受信側で音声パケットの到達時間にばらつきが生じて連続性が

損なわれる現象は、一般に、揺らぎといわれ、音声品質の劣化要因となる。ＶｏＩＰゲートウェ

イでは、揺らぎ吸収バッファを用いることで、揺らぎによる音声品質の劣化を低減している。

Ｃ 受信側のＶｏＩＰゲートウェイの揺らぎ吸収バッファでは、到達した音声パケットをいっ

たんバッファに蓄積し、パケット間の時間間隔などを調整して音声信号に再生する。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光アクセスネットワーク構成などについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

インターネットの利用拡大やデジタル映像の伝送など、大容量コンテンツの増加によるアク

セス系ネットワークの高速広帯域化にこたえるため、アクセス系設備として光ファイバを適用

した光アクセスネットワークが構築されている。

光アクセスネットワークは、光ファイバの適用方式で分類すると、設備センタとユーザとの間

を光ファイバだけで構成する方式と既存の伝送媒体と光ファイバを組み合わせて構成する方式に

大別され、後者の方式としては、一般に、 (ア) といわれる方式、ＨＦＣ方式などがある。

また、光アクセスネットワークのトポロジとしては、設備センタとユーザを１対１で接続する形

態と、設備センタとユーザの途中に多重化装置、光分岐回路などを設置して設備センタの光

モジュールと光ファイバを複数のユーザで共用する形態がある。１対１で接続する形態は、

(イ) 方式といわれる。複数のユーザで共用する形態には、ＣＴ／ＲＴシステムなどに適用

されている (ウ) 方式及びＰＯＮシステムに適用されている (エ) 方式がある。いず

れの方式も、光ファイバ１心で双方向通信を可能とすることなどにより、経済性が要求される

光アクセスネットワークを構築するための技術として活用されている。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ＦＴＴＰ ② ＳＳ ③ リング ④ ＦＴＴＨ

⑤ ＡＤＳＬ ⑥ ＡＤＳ ⑦ ＦＴＴＣ ⑧ メッシュ

⑨ ＡＴＭ ⑩ ＦＴＴＤ ⑪ ＰＤＳ ⑫ ＰＤＨ

⑬ ＶＯＤ ⑭ ＯＮＵ ⑮ ＳＤＨ ⑯ ＴＤＭ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＧＥ－ＰＯＮは、ギガビットイーサネットの技術などを用いた光アクセス伝送方

式であり、１.５５μｍ帯の波長に、映像信号、ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号及び

ＯＬＴからＯＮＵへの下り信号を時分割多重することにより、光ファイバ１心で双

方向通信を実現している。

② ＧＥ－ＰＯＮのＤＢＡ機能は、上りパケットの優先レベルを制御する機能であり、

各ＯＮＵが優先レベルに応じてパケットの送信要求をＯＬＴに通知し、ＯＬＴが各

ＯＮＵにパケットの優先レベルに応じて送信を許可することで実現している。

③ ＯＬＴから放送形式で送信される下り信号は、ＯＬＴと接続されている全ＯＮＵ

に同じ情報が届くため、各ＯＮＵは、受信フレームのプリアンブル部に配置された

ＬＬＩＤといわれる識別子により受信フレームの宛先を判断し、該当の受信フレー

ムのみを取り込む。

④ 各ＯＮＵからの上り信号の衝突を防止するため、信号を送信するＯＮＵは、送信

が許されるスタート時刻などの情報が含まれた制御フレームをＯＬＴに送ることに

よって、各ＯＮＵの送信タイミングを制御している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＷＤＭについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① デジタル伝送において、１心の光ファイバで複数の波長の光を伝送することによ

り多重化できる技術は、一般に、ＷＤＭといわれ、１心の光ファイバで同時に送受信

する双方向伝送技術にも適用されている。

② ＤＷＤＭは、ＣＷＤＭと比較して、波長間隔を粗くした多重化方式であり、一般

に、長距離及び大容量の伝送に適している。

③ ＷＤＭを用いるとチャネル間のクロストークが発生し、イーサネットやＳＤＨの

ように信号形態や伝送速度が異なる信号を同時に伝送することができない。

④ ＷＤＭ方式では、異なる波長の光信号を合分波するために合分波器が用いられ、

合分波器としては、一般に、光スイッチが使用される。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

固定無線アクセス方式について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

＜(キ)の解答群＞

① ２２ＧＨz帯、２６ＧＨz帯及び３８ＧＨz帯を使用するＦＷＡには、無線基地局と

ユーザ局間を１対１で接続するポイント・ツー・ポイント方式と１対多で接続する

ポイント・ツー・マルチポイント方式があり、ポイント・ツー・ポイント方式は、

最大伝送速度が１５６Ｍbit／sのデータ伝送が可能となっている。

② ＩＥＥＥ８０２.１１ｇで標準化された無線ＬＡＮ装置をＦＷＡとして使用する

場合、周波数帯は、２２ＧＨz帯及び２６ＧＨz帯が用いられている。また、端末か

らのアクセスポイントとなる無線基地局と通信事業者側との間は、一般に、光ファイバ

ケーブルなどで接続される。

③ ＷｉＭＡＸは、都市部や郊外、山間部などの中規模エリアにおいて、無線ブロー

ドバンドアクセスを実現する技術として開発され、一般に、固定ＷｉＭＡＸとは、

ＩＥＥＥ８０２.１６－２００４で定める規格に準拠したものをいい、ＷｉＭＡＸに

は、移動体通信用に拡張されたモバイルＷｉＭＡＸといわれる技術もある。

④ 固定ＷｉＭＡＸでは、直交周波数分割多重(ＯＦＤＭ)方式が採られており、マル

チパス伝搬環境での高速データ伝送が可能となっている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶのアクセスネットワークについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＨＦＣシステムを用いたアクセスネットワークにおいて、一般に、同軸ケーブル区間を短

くすれば、広帯域化が図れるが、各ユーザ宅からＣＡＴＶセンタへ向けた上り方向の雑音が

集まることにより、伝送特性が劣化する原因となる流合雑音が増加する。

Ｂ ＨＦＣシステムを用いたアクセスネットワークにおいて、ＣＡＴＶセンタからユーザ宅へ

の下り信号に割り当てられる周波数及び帯域は、上り信号と比較して、周波数は高く、かつ、

帯域は広い。

Ｃ ＳＣＭ－ＰＤＳは、ＣＡＴＶなどにおいて、光ファイバを用いて映像分配サービスを実現

するための光アクセスネットワーク方式であり、映像信号は、サブキャリア多重により伝送

される。

＜(ク)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＴＣＰ／ＩＰといわれるインターネットプロトコルスイートについて述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＴＣＰ／ＩＰといわれるインターネットプロトコルスイートは、階層化モデルを採用してお

り、ＩＥＴＦのＲＦＣでは、リンク層、 (ア) 、トランスポート層及びアプリケーション

層の４階層の構成としている。

リンク層は、物理媒体などを利用して通信するためのインタフェースとなる階層であり、イー

サネット、ＦＤＤＩなどがある。

(ア) は、ネットワーク上の二つのホスト間のコネクション確立の手段を提供し、プロ

トコルとしては、ＩＰ、ＩＣＭＰなどがある。ＩＰは、下位層の (イ) の種別に依存しな

いため、通信したいホスト間の経路がどのような (イ) であっても通信を可能にする。

トランスポート層は、アプリケーション向けにエンド・ツー・エンド通信を提供し、プロト

コルとしては、ＴＣＰ、 (ウ) などがある。 (ウ) は、コネクションレス型の通信で、

情報転送の効率向上を優先する場合などに用いられる。

アプリケーション層は、電子メール、Ｗｅｂアクセスなどのアプリケーションを実現する上

で必要な通信手段を提供し、プロトコルとしては、 (エ) 、ＨＴＴＰ、ＦＴＰなどが用い

られる。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ポート ② ユーザ層 ③ 経路制御層 ④ インターネット層

⑤ ＡＲＰ ⑥ ＵＤＰ ⑦ ＩＰｓｅｃ ⑧ セッション層

⑨ ＭＡＣ ⑩ ＩＧＭＰ ⑪ セグメント ⑫ ＳＭＴＰ

⑬ ＰＰＰ ⑭ ＲＡＲＰ ⑮ データリンク ⑯ トランザクション
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ルータにおけるキューイングなどについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＩＰ電話において、音声を良好な品質で伝達するためには、一般に、ルータ内に

優先度を付けた複数のキューを用意しておき、音声パケットを優先度の高いキュー

に蓄積した後、優先的に取り出す優先制御の機能が利用される。

② 送信するパケットを、その種類ごとに優先度に応じたそれぞれのキューに蓄積し、

優先度の高いキューのパケットがすべて送出された後に次に優先度が高いキューの

パケットを送出する方法は、一般に、プライオリティキューイング(ＰＱ)といわれる。

③ ルータ内の複数のキューに優先度に比例した重みを付けておき、受信したパケット

をホップ数別に各キューに振り分け、それぞれのキューの重みに応じてパケットの取り

出しを公平に分配する方法は、一般に、ウェイテッドフェアキューイング(ＷＦＱ)

といわれる。

④ キューをクラス分けして、それぞれのキューごとに保証する帯域を設定すること

により各キューに設定された帯域に応じてパケットを転送する方法は、一般に、

クラスベースキューイング(ＣＢＱ)といわれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークで用いられるルーティングプロトコルについて述べた次の文章のうち、正

しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ルーティングプロトコルは、その適用範囲によってＡＳ(自律システム)間の経路

制御用のプロトコルとＡＳ内の経路制御用のプロトコルに分類され、ＡＳ間の経路

制御には主にＯＳＰＦが用いられる。

② ＲＩＰは、ルーティングプロトコルのアルゴリズムの違いによってディスタンス

ベクタ型、コンバージェンス型及びハイブリッド型に分類される。

③ ＢＧＰでは、ＡＳ単位でのルーティングテーブルを設定できる。これにより、ＡＳ

を通過する経路を選択することや、ＩＳＰなどが契約したＡＳとの通信を実現する

ルーティングテーブルの設定が可能となる。

④ ディスタンスベクタ型ルーティングプロトコルでは、ルータ自身が有するリンク

ステート情報を交換する。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＳＰＦについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＯＳＰＦではルータ間でネットワークの経路情報を交換し、ネットワークのトポロジ情報

としてリンクステートに関するデータベースを作成し、このデータベースを基にして経路制

御表を作成する。

Ｂ ＯＳＰＦは、基本的にネットワークのトポロジに変更がない限りルータ間で経路情報のや

り取りを行わないことから、ＲＩＰと比較してネットワークへの負荷が小さい。

Ｃ ＯＳＰＦでは、各リンクにメトリック値といわれる重み付けをすることができ、メトリッ

ク値が最も大きくなるようなルートが選択される。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４におけるＤＨＣＰについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

＜(ク)の解答群＞

① ＤＨＣＰは、ネットワークに新たに接続された機器へネットワークに関する設定

情報を割り当てるためのプロトコルであり、ＤＨＣＰクライアントへ配布するＩＰ

アドレスの一括管理などの機能を有している。

② ＤＨＣＰサーバがＩＰアドレスを割り当てる方法としては、特定のＩＰアドレス

の中から自動的に選定する方法、ＭＡＣアドレスごとに指定して固定的に割り当て

る方法及びこの二つを併用する方法がある。

③ ＤＨＣＰでは、割り当てるＩＰアドレスや割り当てられたＩＰアドレスが既に使

用されていないかを確認するため、ＤＨＣＰサーバからは割り当てるＩＰアドレス

に対してＡＲＰ要求パケットを送信し、ＤＨＣＰクライアントからは割り当てられ

たＩＰアドレスに対してＩＣＭＰエコー要求パケットを送信する。

④ ＤＨＣＰサーバには、ＤＨＣＰクライアントに割り当てるＩＰアドレスの設定だけ

でなく、必要に応じて、サブネットマスク、ＤＮＳサーバのアドレスなども設定する。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、広域イーサネットについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

広域イーサネットは、イーサネットで使用されているレイヤ２スイッチなどを用いて、遠隔

地にあるＬＡＮどうしを接続するネットワークである。広域イーサネットのバックボーンネッ

トワークトポロジには、故障時に迂回を容易に行えるメッシュ型の網構成を採り信頼性を確保
う

する方法、敷設されているが未稼働設備である (ア) といわれる設備などを利用してリン

グ型の網構成を採ることにより双方向切替機能を用いて信頼性を確保する方法などがある。

全国規模の広域イーサネットにおけるバックボーンネットワークのトポロジは、一般に、各

地域エリアごとにトラヒックを集約して全国エリアに中継する (イ) 型が採用されている。

(イ) 型は、スター型と比較してネットワーク構成が複雑になることから、信頼性を確保

するために、イーサネット特有の (ウ) 対策を適切に行う必要がある。 (ウ) 対策の

一つに、 (エ) を用いてブロードキャストストームの発生を回避する方法がある。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 並 列 ② 直 列 ③ ＩＰ－ＶＰＮ ④ セキュリティ

⑤ 階 層 ⑥ 災 害 ⑦ ＭＰＬＳ ⑧ ループ

⑨ ２重化 ⑩ 分 離 ⑪ 無線ＬＡＮ ⑫ スタッフ同期方式

⑬ スパニングツリープロトコル ⑭ ダークファイバ

⑮ ルーティングインフォメーションプロトコル

⑯ リアルタイムトランスポートプロトコル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１Ｑで規定されるＶＬＡＮタグ(８０２.１Ｑタグ)などについて述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ８０２.１Ｑタグを用いることで単一のスイッチネットワークの中にＶＬＡＮと

いわれる論理的に区別されたブロードキャストドメインを設定することが可能であ

り、このＶＬＡＮを別々のユーザに割り当てることでＶＰＮサービスを実現するこ

とができる。

② ８０２.１Ｑタグは、ＭＡＣフレームに付与される４バイトのヘッダのことであ

り、そのヘッダ内の１１ビットがＶＩＤ(VLAN Identifier)の領域として与えられ、

ＶＬＡＮは２,０４８個まで設定可能である。

③ 広域イーサネットのネットワークを全国網とエリア網ごとに分け、それぞれ独立

して管理しているネットワーク構成においては、エリアをまたぐ通信を行う場合に

は、通常のタグなしＭＡＣフレームで送信することにより、限られたＶＩＤを有効

に利用することができる。

④ 拡張ＶＬＡＮタグは、８０２.１Ｑタグの前に４バイトのタグをヘッダとして

付加するものであり、拡張ＶＬＡＮタグを利用することにより、ユーザは自由に

８０２.１Ｑタグを設定することができ、通信事業者はユーザが設定したＶＩＤを

意識することなくＶＬＡＮを設定することが可能となる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－ＴのＦＣＡＰＳモデルによるネットワーク管理などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 構成管理は、一般に、機器の情報を収集し、その情報からネットワークの現在の

構成図を作成したり現在の状況を表示したりすることにより、機器の故障を把握す

ることを目的としている。

② 性能管理は、一般に、ネットワークの帯域幅及び機器の構成情報を把握すること

により、セキュリティやレスポンスなどの問題が生じないよう制御することを目的

としている。

③ 障害管理は、一般に、故障が発生した場合の検知の仕組み、故障への対応記録な

どを保持することにより、利用者が費用の再配分を行うことを目的としている。

④ ネットワークシステムは、一般に、複数のハブ、スイッチ、ルータなどにより構

成されていることから、レスポンスに遅延が生じた場合は、ネットワークの帯域幅

が足りないのか、中継機器のパフォーマンスが劣化しているのかなどを把握し、ボ

トルネックとなっている場所の切り分けをする必要がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１Ｘ規格を用いた無線ＬＡＮのアクセス認証について述べた次のＡ～Ｃの

文章は、 (キ) 。

Ａ 無線ＬＡＮ端末のアクセス認証は無線ＬＡＮ端末と認証サーバの間で行われる。

Ｂ 無線ＬＡＮアクセスポイントは、一般に、サプリカントといわれ、無線ＬＡＮ端末と認証

サーバ間のメッセージを中継する。

Ｃ ＥＡＰ(Extensible Authentication Protocol)を用いた認証に先立ち、無線ＬＡＮ端末は、

無線ＬＡＮアクセスポイントとの間でアソシエーションを形成する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ファイアウォールについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① パケットフィルタリング機能は、一般に、ネットワーク層及びトランスポート層

レベルで動作し、基本的機能として、ＤｏＳ攻撃、コンピュータウイルス、メール

の不正中継に対する防御機能などを有している。

② ファイアウォールを通過するＩＰパケットに対して、ヘッダだけでなくペイロー

ド部分のデータもチェックして動的にフィルタリングを行い、プロキシサーバとし

て動作する制御方式は、一般に、アプリケーションゲートウェイ方式といわれる。

③ ファイアウォールの主な機能の一つとして、ファイアウォール内部から外部の

ネットワークへのアクセスをセキュリティポリシーに基づき制限できることがある。

これは、業務と無関係な通信の制限、企業情報の漏洩防止などを目的としている。
えい

④ ステートフルインスペクションといわれる機能を有するファイアウォールでは、

一般に、ＬＡＮ側から送信したデータをセッションログとして保管しておき、ＷＡＮ

側から到着したパケットがセッションログと矛盾しないかを確認し、矛盾する場合

にはこの到着したパケットを遮断することができる。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


